
　

写
真
・
書
道
・
洋
画
・
日
本
画
・
陶
芸
の
５
部
門
の
入
賞
、入
選
作
品
と
審
査
員
、無
鑑
査
、招
待

作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た「
第
10
回
香
南
市
美
術
展
覧
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
、写
真
の
部
に
は
545
人
、書
道
・
絵
画
の
部
に
は
434
人
、陶
芸
の
部
に
は
285
人
と
、市
内

外
か
ら
多
く
の
鑑
賞
者
が
来
場
。各
部
門
の
力
作
に
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

特
選｢

書
道
の
部｣

  『
不
知
香
積
寺
』 

  　

 

長
瀬
恵
美(

野
市
町)

特選｢陶芸の部｣
  『碧の水指』 西田宣生(南国市)

特
選｢

絵
画(

日
本
画)

の
部｣

  

『
郷
』 

永
井
佐
智
子(

高
知
市)

特
選｢

写
真
の
部｣

  

『
予
感
』 

池
知  

隆(

南
国
市)

特
選｢

絵
画(

洋
画)

の
部｣

　  『
秋
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
』 

  　

 

上
村
菜
々
子(

野
市
町)

第１０回
香南市
美術展覧会

【
審
査
員
】

写　

真
：
岩
崎　

勇

　
　
　
　

反
田
浩
昭

書　

道
：
濵
田
尚
川

洋　

画
：
田
島　

栄　

日
本
画
：
荒
木
陽
一

入
賞
者    
市
在
住
者
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

■
写
真
の
部

　
【
褒
状
】[

野
市
町] 

山
西
典
夫

　
【
入
選
】[

野
市
町] 

氏
原
敏
文
・
岸
田
昌
親
・
大
庭
延
美
・
前
中
良
啓

　
　
　
　

恒
石  

丹
・
川
谷
秀
典
・
島
内
美
智
子
・
小
松
昭
三

　
　
　
　

太
田
和
子
・
小
松
昭
夫
・
半
田
中
將
・
武
内  

巌

　
　
　
　

[

香
我
美
町]  

別
役
悦
子
・
谷
岡
賢
二

　
　
　
　

[

赤
岡
町]  

川
添
浩
介

　
　
　
　

[

夜
須
町]  

葛
根
雅
代
・
清
遠
久
夫

■
書
道
の
部

　
【
奨
励
】﹇
野
市
町
﹈ 

和
田
瑛
子

　
【
招
待
】﹇
野
市
町
﹈ 

竹
森
桂
翠

　
【
新
人
賞
】﹇
夜
須
町
﹈ 

相
澤
衣
都
樹

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

大
谷
貴
恵
・
町
田
尚
桜
・
溝
渕
龍
泉
・
溝
渕
文
泉

　
　
　
　

寺
村
真
柳
・
岩
井
純
子
・
島
内
瑞
紅
・
吉
本
蕙
風

　
　
　
　

刈
谷
祐
子
・
村
上
紅
珱
・
齊
藤
佐
津
子

　
　
　
　
﹇
夜
須
町
﹈ 

中
村
雅
子
・
佐
々
木
和
子
・
城
武
美
穂

■
絵
画（
日
本
画
）の
部

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

常
石
峰
子
・
吉
岡
澄
子

■
絵
画（
洋
画
）の
部

　
【
褒
状
】﹇
野
市
町
﹈ 

島
村
立
法
・
北
村
善
子

　
【
招
待
】﹇
野
市
町
﹈ 

中
谷
政
勝

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

岡
本
康
子
・
藤
原
真
弓
・
土
居
泰
寛

　
　
　
　

土
居
充
枝
・
田
村
崇

■
陶
芸
の
部

　
【
褒
状
】﹇
野
市
町
﹈ 

形
見
浤
三

　
【
奨
励
】﹇
野
市
町
﹈ 

西
岡
健
一

　
　
　
　

 ﹇
香
我
美
町
﹈ 

所
谷
由
利
江

　
【
市
制
10
周
年
記
念
特
別
賞
】﹇
野
市
町
﹈ 

吉
良  

博

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

田
内
晶
子
・
猪
原
由
美
子
・
品
原
節
子

　
　
　
　
﹇
夜
須
町
﹈ 

熊
谷
純
子
・
永
野
文
夫

写
真
の
部
／
１
月
16
日（
土
）〜
24
日（
日
）

書
道
・
絵
画
・
陶
芸
の
部
／
２
月
20
日（
土
）〜
２
月
28
日（
日
）

野
市
図
書
館（
写
真
・
書
道
・
絵
画
）・
香
我
美
図
書
館（
陶
芸
）

『
郷
『
郷
』』
永
井
永
井
佐
智
佐
智
子子((

高
知
高
知
市市))

 

上
村
上
村
菜
々
菜
々
子子((

野
市
野
市
町町))

上
村
菜

子(

野
市

)

『
予
『
予
感
』
感
』
池
知
池
知 

隆隆((

南
国
南
国
市市))

長
瀬
長
瀬
恵
美
恵
美((

野
市
野
市
町町))

品
と
審
査
員
、無
鑑
査
、招

催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
の
部
に
は
285
人
と
、市

が
っ
て
い
ま
し
た
。

選｢

書
道
の
部｣

【
審
査
員
】

写

真
：
岩
崎

反
田
浩

書

道
：
濵
田
尚

洋

画
：
田
島

日
本
画
：
荒
木
陽 招

待
市
内勇

浩
昭

尚
川栄

陽
一

入
賞
者
市
在
住
者
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

■
写
真
の
部

【
褒
状
】[

野
市
町] 

山
西
典
夫

【
入
選
】[

野
市
町] 

氏
原
敏
文
・
岸
田
昌
親
・
大
庭
延
美
・
前
中
良
啓

恒
石 

丹
・
川
谷
秀
典
・
島
内
美
智
子
・
小
松
昭
三

太
田
和
子
・
小
松
昭
夫
・
半
田
中
將
・
武
内
巌

[

香
我
美
町]  

別
役
悦
子
・
谷
岡
賢
二

[

赤
岡
町]  

川
添
浩
介

[

夜
須
町]  

葛
根
雅
代
・
清
遠
久
夫

■
書
道
の
部

【
奨
励
】﹇
野
市
町
﹈
和
田
瑛
子

【
招
待
】﹇
野
市
町
﹈
竹
森
桂
翠

【
新
人
賞
】﹇
夜
須
町
﹈
相
澤
衣
都
樹

香
南
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

　

香
南
市
文
化
協
会

　

総
合
文
化
祭

　

３
月
５
日（
土
）〜
６
日

（
日
）夜
須
中
央
公
民
館
で

市
文
化
協
会
総
合
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
町
の
文
化
協
会
が
一

堂
に
会
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
発
表
す
る
の
は
初
の

試
み
。

　

絵
画
や
折
り
紙
な
ど
の

展
示
と
、舞
台
芸
能
発
表

が
行
わ
れ
、多
く
の
観
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

■
教
育
・
文
化
功
労
賞　

野
島　

隅
子
さ
ん（
香
我
美
町
）

■
保
健
衛
生
功
労
賞　

上
田　

明
美
さ
ん（
夜
須
町
）

■
社
会
福
祉
功
労
賞　

牧
田　

貞
保
さ
ん（
香
我
美
町
）

■
環
境
功
労
賞

の
い
ち
あ
じ
さ
い
街
道
を
守
る
会

■
ま
ち
づ
く
り
功
労
賞　

石
川　

鶴
子
さ
ん（
香
我
美
町
）

■
善
行
表
彰

西
内　

正
澄
さ
ん（
赤
岡
町
）

久
武　

惠
一
さ
ん（
赤
岡
町
）

医
療
法
人
公
世
会　

野
市
中
央
病
院

山
本
貴
金
属
地
金
株
式
会
社

■
特
別
功
労
表
彰

島
﨑　

隆
弘
さ
ん（
吉
川
町
）

仙
頭　

義
寛
さ
ん（
野
市
町
）

野
崎　

昌
男
さ
ん（
野
市
町
）

山
本　

学
さ
ん（
野
市
町
）

（
故
）濱
田　

義
秋
さ
ん（
赤
岡
町
）

  
第
２
回
香
南
市
表
彰

　

記
念
式
典
に
併
せ
て
、第
２
回

香
南
市
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。市

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
11
人
３

団
体
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん

香
南
市
制
施
行
・
合
併

10
周
年
記
念
式
典

　

２
月
27
日（
土
）の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、市
主
催
で
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
各
自
治
会
長
や
市
関
係
者
な
ど
約
400
人
が
参
加
。香

南
市
表
彰
の
授
与
を
は
じ
め
、野
市
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

合
併
し
た
平
成
18
年
生
ま
れ
の
小
学
４
年
生
８
人
が
香
南
市
の

作
文
を
読
み
上
げ
、式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

に香、の

受
賞
者
の
皆
さ
ん

作文を発表してくれた10歳の皆さん

5２０１６.４ 4 ２０１６.４


